
  奈良県女性起業家奈良県女性起業家奈良県女性起業家奈良県女性起業家    インタビューインタビューインタビューインタビュー      石田石田石田石田    慶子慶子慶子慶子    さんさんさんさん    （非営利型一般社団法人（非営利型一般社団法人（非営利型一般社団法人（非営利型一般社団法人    無限）無限）無限）無限）           どんなどんなどんなどんな事業をしていますか事業をしていますか事業をしていますか事業をしていますか？？？？     非営利型一般社団法人 無限（以下、無限）では約 40 名の従業員と、「集団療育クラスOne Piece（以下、One Piece）」や「個別学習支援クラス One Step（以下、One Step）」、「ママサポート活動 LOOP（以下、LOOP）」を運営しています。  利用者の障がいの種別や発達の程度によって One Piece と One Step にクラスを分け、放課後等デイサービスを行っています。利用者が増えていることから、9 月に新しい事業所 One to One を開設しました。  また LOOP は障がい者支援に興味のある方を対象としたコミュニティで、講習会や勉強会などを月に約 2 回実施しています。  地域の小学校に通う障害のある子どもたちはトラブルを抱えている場合が多いため、無限はそんな子どもたちの居場所でありたいと考えています。     起業のきっかけは何でしたか？起業のきっかけは何でしたか？起業のきっかけは何でしたか？起業のきっかけは何でしたか？     いつかは福祉の事業に携わりたいと思いながら、夫と自営業を営んでいました。知人から、障がいのある子を持つお母さんが児童デイサービスを立ち上げたと聞き、見学会へ行きました。それが放課後等デイサービスとの出会いでした。  自分で放課後等デイサービス事業を勉強し、自営業の経験から利益が出せるのであれば自分でもできるかもしれないと思い、自営業と並行して放課後等デイサービスに取り組み始めました。  友人や幼稚園、保育園の先生、障害のある子を持つお母さんに声を掛け、何の保証もない自分に 9 名の仲間ができました。実際に子どもたちに勉強を教えるボランティア等の経験を積んだ後、2012 年に One Piece を開設しました。その後、事業を運営する見通しが立ち、無限だけに集中しました。  One Piece を開設後、従業員と話し合う中で、様々な子どもたちを同時に療育しようとしても、1 人 1 人の特性によって療育の手立てが異なるため、療育が進まないことに気付きました。利用者が定員に達してきたこともあり、One Piece 開設の半年後に One Stepを開設しました。   起業してよかったこと、楽しかったことは何ですか？起業してよかったこと、楽しかったことは何ですか？起業してよかったこと、楽しかったことは何ですか？起業してよかったこと、楽しかったことは何ですか？     障がいのある子どもたちが持つ世界観の素晴らしさに出会えたことです。  世間では人よりも何かが秀でていることに価値を置きますが、 そういう価値観とは別の価値観が世の中にはあるということを知りました。  自分らしく生きるということの大切さや、人間は支え合って生きているということの実感など、障がいを抱えて生きるからこそ見えてくる世界がここにはあります。  



 事業を拡大、または新サービス・商品を開発する中で乗り越えてきた課題は何ですか？事業を拡大、または新サービス・商品を開発する中で乗り越えてきた課題は何ですか？事業を拡大、または新サービス・商品を開発する中で乗り越えてきた課題は何ですか？事業を拡大、または新サービス・商品を開発する中で乗り越えてきた課題は何ですか？     従業員の評価の仕方です。  自営業を営んでいた時は、売上目標やお客様からの評価を指標に従業員を評価していましたが、現在の仕事はそれぞれの事業所に様々な役割があり、従業員の何をどのように評価し、配属したら良いかが難しいです。  子どもたちの特性に対し、自立心や社会性を身に付けてもらうためのスキルをどうしたら伝えることができるか一生懸命考え、取り組む事業所でありたいと考えています。どの人がどの役割を担うことが適切なのか、その役割分担は療育の現場では大変重要です。また、現場の従業員が意欲を持ち、楽しんで子どもに接してもらうことが、子どもたちにとってもいい影響を与えます。その為にも会議を頻繁に行うようにしています。  現在、現場のリーダーが風通しの良い職場になるよう、現場の従業員との関係性作りに力を入れてくれています。。  今後の夢、将来展望はどんな風にお考えですか？今後の夢、将来展望はどんな風にお考えですか？今後の夢、将来展望はどんな風にお考えですか？今後の夢、将来展望はどんな風にお考えですか？     自分の子どもも障がいを持っているのですが、 最終目標は、「障がいを持つ人たちが自分の親亡き後に安心して暮らせる場所を作ること」です。  福祉は総合支援だと思っています。就労支援や生活介護、またグループホームなど、必要な支援はたくさんあります。自分たちだけでできることは限られていますが、地域の福祉事業所や行政などと連携をしながら、これからの時代に必要とされる福祉の形を考えていきたいと思っています。  また、福祉事業所の核は人材育成だと考えています。  現在無限では、外部講師を迎えて介護職員実務者研修講座を開いています。この講座を中心に、毎月 2 回開催している障がい福祉の勉強会「LOOP」の活動など、常に障がい福祉のことを学べる場を作っていくことにも取り組んでいます。  地域の障がい福祉を支えていくのは、やっぱり「人」だと思っています。    他の女性起業家・起業準備者へのメッセー他の女性起業家・起業準備者へのメッセー他の女性起業家・起業準備者へのメッセー他の女性起業家・起業準備者へのメッセージをお願いします。ジをお願いします。ジをお願いします。ジをお願いします。     女性は目の前のことに必死になりがちですが、3年後、5年後事業が どうなっているか絵が描けるかどうかが大事だと、多くの先輩企業家の方々に教わりました。  社会的な情勢を踏まえて具体的な事業計画を書き、いかにして事業を継続するかという視点や、継続可能な形を作っていくという意識を持つことが大切だと思います。     企業情報企業情報企業情報企業情報     商  号    非営利型一般社団法人 無限 業  種    医療、福祉     起業年    2012 年 企業HP   http://mugen-mugen.com/   所在地    〒630-0264 生駒市西菜畑町 1521  連絡先   0743-85-6664  


